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2016年度 
決算説明会資料 

－2017年5月9日－ 

〔京王グループ中期3カ年経営計画の進捗〕 



中期3カ年経営計画（2015～2017年度）の進捗 
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連結営業収益（左軸） 連結営業利益（右軸） 親会社株主に帰属する当期純利益（右軸） 

2017 
(中計目標) 

（億円） 

2014年度 2015年度     . 2016年度  2017年度～ 

7月 京王プレッソイン 
   赤坂 開業 

10月  
京王高尾山温泉 / 極楽湯 
開業  

3月 メルクマール 
  京王笹塚開業 

9月  
京王線 
ダイヤ改正 

12月  
京王プラザホテル新宿 
高層階改装 

■収益・利益の推移 

■主要な取り組み 

2月 スマイラス聖蹟桜ヶ丘 
   開業（サービス付き高齢者向け住宅） 

4,300 

370 

200 

（億円） 
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現行中期3カ年経営計画期間 



中期経営計画の成長ストーリーと2017年度の実施施策 

沿線既存事業
の収益力強化 

機会を捉えた 
事業拡大 

 
 

 
 

・ホテル事業の拡大 
 アッパーミドルホテル開業準備推進  
 京王プレッソインの出店拡大 
  
 ・インバウンドビジネスの拡大 
 中央道を中心とした広域観光ルートの準備 
  
・リノベーション事業の拡大 
 民泊運営体制の確立およびエリア展開の推進  
 シェア型複合ホテルの展開 

・駅周辺スペースの活用 
 複合店舗の開業準備推進 
 

・沿線拠点の活性化 
 調布での商業施設開業 
 新宿エリア活性化に向けた協議の推進 

・財務優位性を維持 
 2016年度実績値 D/Eレシオ：1.0倍 

 

宿泊需要増大 
オリンピック開催 

インバウンド 
アウトバウンド 
市場拡大 

シェアコミュニティ 
市場拡大 

競争激化 
（特に流通業） 

沿線人口減 

現行水準を維持 
良好な 

財務体質 

・沿線価値の向上 
 多摩動物公園駅隣接遊戯施設の開業 
 老人ホーム、保育所などの検討推進 
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戦略投資の方向性 
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〇中期３カ年計画（2015年5月8日公表） 

（実績） （予想） 

■ 戦略投資は2016年度254億円を行使し、中期３カ年の計画値に到達 
■ 2017年度は、新たに230億円の戦略投資枠を設定 
■ 良好な財務体質は維持しつつ、戦略投資を積極的に行っていく 

〇今回公表値 

＜成長分野への積極投資を継続＞ 

230 
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開発物件・用地取得など 開発物件・アッパーミドル
ホテル用地取得など 

開発物件・京王プレッソイン
新店舗など見込む 

３カ年累計 約680億円 

３カ年累計 450億円 

＋230億円 

（億円） 

（実績） 



２０１７年度は、次期中期３カ年計画“成長の実現（収益基盤化）”に向けて、 
各重点施策を完遂させるとともに、将来像を描くための議論を行う。 

２０３０年に 
向けて 

成長を支える内部経営基盤の整備 

新しい 
ビジネス 
モデル 

将来像・施策検討 

2017年度以降を見据えた考え方 
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【第１期】 【第２期】 
2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 

現行中期３カ年経営計画 次期中期３カ年経営計画 

施策完遂 成長戦略の収益基盤化 

大規模投資期 様変わりしている 
事業環境 

 
ＡＩ、ＩｏＴ、人口減少 など 

『鉄道事業の安全性・収益力向上』   『沿線活力の維持・向上』 

成長に向けた土台作り 
 ・成長分野への積極投資 
 ・既存事業の選択と集中 

成長の実現 
 ・第１期で進めた土台作りから成長の実現 
 ・更なる投資拡大による好循環の実現 

2030年頃 

新しい 
ビジネスモデルの
開拓に向けた 
施策の実行 

<最終年度> 



本資料に記載されている業績予想等の将来に関する

記述は、当社が現在入手している情報および合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、 

実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。  
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